
 

 

 

 

 

 

 

 

１４：００厚生労働省同時発表 
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卓越した技能者（現代の名工） 

令和６年度 厚生労働大臣表彰受賞者決定！ 
 

 厚生労働省では、毎年卓越した技能者（通称「現代の名工」）の表彰を実施してい

ます。本制度は、卓越した技能を持ち、その道で第一人者と目されている技能者を

表彰するもので、昭和４２年の創設以来、技能者の地位と技能水準の向上を図ると

ともに、技能の世界で活躍する職人や技能の世界を志す若者に目標を示し、精進す

る機運を高めることを目的としています。 
 この度、令和６年度の被表彰者が決定し、本県からは５名が表彰されることとなり
ましたのでお知らせします。 
 

記 

１ 被表彰者（五十音順：敬称略） 

氏 名 所 属 名 職 種 名 就業地 

栗田
く り た

 浩之
ひろゆき

 

ヤマザキマザックマニュフ

ァクチャリング（株） 

美濃加茂製作所 

生産設備保全工 美濃加茂市 

小泉
こいずみ

 年
とし

延
のぶ

 (株) 藏
ぞう

珍
ほう

窯
がま

 窯業絵付工 多治見市 

近藤
こんどう

 善彥
よしひこ

 ムトー精工(株) プラスチック成形工 各務原市 

谷口
たにぐち

 宝
たから

 日進木工(株) 木製家具・建具製造工 高山市 

森本
もりもと

 裕二
ゆ う じ

 (株)関ケ原製作所 アーク溶接工 関ケ原町 

 

２ 表彰式 

   日 時：令和６年１１月１１日（月）１４時～１５時 

   場 所：リーガロイヤルホテル東京 

東京都新宿区戸塚町１－１０４－１９ 

解 

禁 

日 

時 

ラジオ・テレビ 

インターネット 

令和６年１１月８日（金） 

１４：００から 

新聞 
令和６年１１月９日（土） 

朝刊から 



 

３ 被表彰者数  

   全国 １３８名  

 

４ 被表彰者の要件 
  ・きわめてすぐれた技能を有する者 
  ・現に表彰に係る技能を要する職業に従事している者 
  ・技能を通じて労働者の福祉の増進及び産業の発展に寄与した者 
  ・他の技能者の模範と認められる者 
 

５ 被表彰者の技能功績の概要 

氏名 

(職種名) 

技能功績の概要 

栗田 浩之 

（生産設備保全

工） 

工業高校を卒業後、工作機械の加工・組立・保守作業に従事し、生産・保守の改善にお

いて卓越した技能を発揮した。優れた改善案を具現化して、高精度の工作機械製作工程

での生産性と顧客満足の向上に貢献した。 

社内での後進指導には、技能検定取得活動に積極的に取り組み、数多くの機械保全技

能士を誕生させた。技能伝承においても OJTでの教育等、人材育成を現在も実施してい

る。 

小泉 年延 

（窯業絵付工） 

陶磁器上絵付技術の赤絵・染付・金襴手・水溶き技法・うるし蒔技法・油とき技法等

に、卓越した技術を習得している。伝統技法を継承するだけでなく、新しい技法とデザ

インの開拓に力を注ぎ、その技術力は優秀で高く評価されている。また、その指導力は

産地における後進への上絵付け技術の技術向上・人材育成に貢献している。業界におけ

る第一人者である。 

近藤 善彥 

（プラスチック

成形工） 

金型を成形機に取り付けるための条件設定において、何百もの成形条件から最善な組

合せを見極める卓越した技術を持つ。条件により影響を受ける品質について、多くの材

料から気温・天候等に合わせて対応できる能力を持つほか、不良発生時には要因を瞬時

に見極めて迅速に対応し、リスクを回避することができる。またプラスチック成形分野

における卓越した技能を活かし、技能検定員を２０年近く務め、過去３年において首席

検定委員として、県内のプラスチック成形技術の発展に貢献している。 

谷口 宝 

（木製家具・建

具製造工） 

「技能の総合力と人間力」によるマネージメントにより、手加工と機械加工のバラン

スをコントロールし一貫生産体制を確立した木製製品製造の職人である。平成２４年か

ら８年間、名古屋城本丸御殿復元工事に携わり、様々な接手・厳しい接合精度・手鉋仕

上げなどを若手社員に指導しつつ、建具（障子、欄間、襖、板戸）１１６５枚を完納し

た。日頃から工場長の立場で社員からの相談・改善等様々な提案を快く聞き一緒に問題

解決に向かって行動している姿は、多くの社員から信頼されている。 

森本 裕二 

（アーク溶接

工） 

あらゆる溶接構造物の製造に長年従事し、培った溶接技能は大型製品の製缶作業のみ

ならず、溶接ロボット操作技能やステンレス溶接まで及ぶ。溶接技術の専門知識も有

し、長年の経験から溶接歪みを読む力にも優れており、新規製品の生産性検討から工程

設計、材料の手配指示、溶接施工計画・管理など溶接プロセスの全てに携わり、品質・

コストに優れた製品づくりに貢献してきた。また、「ものづくりマイスター」として協

力企業や工業高校への溶接指導等社内外を問わず後進の育成に尽力している。 

 


